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第
十
条
第
一
項
中
「
五
年
」
を
「
そ
の
貸
付
額
に
応
じ

て
、
十
年
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

共
済
契
約
者
が
共
済
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
時
に
そ

の
償
還
を
完
了
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
期
限
（
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
償
還
期
日
が
繰
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
当
該
期
限
が
延
長
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
延
長
さ
れ
た
期
限
）
前
に
こ
れ
を
完
了
し
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
共
済
金
の
全
額
を
そ
の
償
還
期
日
ま
で

に
償
還
し
た
と
き
は
、
機
構
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
共
済
契
約
者
に
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
額
の
早
期
償
還
手
当
金
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

７

機
構
が
共
済
契
約
者
に
早
期
償
還
手
当
金
を
支
給
す

べ
き
場
合
に
お
い
て
、
償
還
を
受
け
る
べ
き
共
済
金
若

し
く
は
一
時
貸
付
金
で
あ
つ
て
償
還
期
日
を
過
ぎ
た
も

の
、
納
付
を
受
け
る
べ
き
利
子
で
あ
つ
て
納
付
期
日
を

過
ぎ
た
も
の
、
第
三
項
若
し
く
は
次
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
納
付
を
受
け
る
べ
き
違
約
金
又
は
第
十
三
条
の

規
定
に
よ
り
返
還
を
受
け
る
べ
き
共
済
金
、
一
時
貸
付

金
、
早
期
償
還
手
当
金
、
解
約
手
当
金
若
し
く
は
完
済

手
当
金
が
あ
る
と
き
は
、
機
構
は
、
当
該
早
期
償
還
手

当
金
の
額
か
ら
こ
れ
ら
の
額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
一
条
第
五
項
及
び
第
十
一
条
の
二
第
四
項
中

「
、
一
時
貸
付
金
」
の
下
に
「
、
早
期
償
還
手
当
金
」
を

加
え
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
、
一
時
貸
付
金
」
の
下
に

「
、
早
期
償
還
手
当
金
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
八

万
円
」
を
「
掛
金
納
付
制
限
額
の
四
十
分
の
一
に
相
当
す

る
額
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
三
百
二
十
万
円
」
を

「
掛
金
納
付
制
限
額
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
貸
付
け
又
は
」
の
下
に
「
早
期
償
還
手

当
金
、」を
、「
、
一
時
貸
付
金
」
の
下
に
「
、
早
期
償
還
手

当
金
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
末
日
ま
で
に
」
を
「
末
日
（
共

済
契
約
が
効
力
を
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
分
及
び
そ
の
翌

月
分
の
掛
金
に
あ
つ
て
は
、
共
済
契
約
が
効
力
を
生
じ
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
々
月
末
日
）
ま
で
に
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
三
百
二
十
万
円
」
を「
掛
金
納
付
制
限
額
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
三
千
二
百
万
円
に
」
を
「
第

九
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
額
に
」
に
、「
三

千
二
百
万
円
未
満
」
を
「
当
該
政
令
で
定
め
る
額
未
満
」

に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
及
び
申
込
金
の
返
還
を
受
け
る
権
利
」

を
削
る
。

第
二
十
条
中
「
貸
付
け
」
の
下
に
「
又
は
早
期
償
還
手

当
金
」
を
加
え
、「
又
は
申
込
金
の
返
還
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
二
十
一
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
を
制
定

し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、そ
の
命
令
で
、

そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ

れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
第
二
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第

九
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
及
び

附
則
第
四
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

二

附
則
第
八
条
の
規
定

公
布
の
日

（
共
済
金
を
貸
し
付
け
る
事
態
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
二
条
第
二
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
の

施
行
前
に
生
じ
た
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
条

第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
態
に
相
当
す
る
事
態
に

係
る
共
済
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
申
込
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
共
済
契
約
の

申
込
み
に
係
る
申
込
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
共
済
金
の
貸
付
け
に
際
し
て
掛
金
の
合
計
額
か
ら
控

除
す
る
額
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

第
九
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
の
施
行
後

に
行
わ
れ
る
貸
付
け
の
請
求
の
う
ち
、
倒
産
の
発
生
の

日
か
ら
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
掛
金
月
額
の
増
加
の
効
力
が
生
じ
た
共
済
契
約
に

係
る
も
の
に
対
す
る
共
済
金
の
貸
付
額
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
時
効
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
生
じ
た
申
込
金
の
返
還

を
受
け
る
権
利
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の

法
律
の
施
行
後
に
生
じ
た
申
込
金
の
返
還
を
受
け
る
権

利
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部

改
正
）

第
六
条

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
第
七
号
中
「
及
び
申
込
金
」
を
削

る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
六
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

^

政
党

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

た
ち
あ
が
れ
日
本

平
沼

赳
夫

黒
籔

修
司

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
e

一

一
e

二
八

二
二
、

四
、
一
二

（
支
部
の
数
）

五（
支
部
の
名
称
）
ab
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

cd

（
主
た
る
活
動
区
域
）

uvwx
一
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
支
部
yz{|

た
ち
あ
が
れ
日

本
岐
阜
県
参
議

院
選
挙
区
第
一

支
部

岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
太

田
町
一
九
三
四
e

二

岐
阜
県

〇

た
ち
あ
が
れ
日

本
北
海
道
参
議

院
選
挙
区
第
一

支
部

北
海
道
札
幌
市
中
央
区

北
四
条
西
七
e

五

北
海
道

〇

た
ち
あ
が
れ
日

本
東
京
都
第
一

選
挙
区
支
部

東
京
都
新
宿
区
四
谷

二
e

一
三

東
京
都
第
一
区

〇

た
ち
あ
が
れ
日

本
岡
山
県
第
三

選
挙
区
支
部

岡
山
県
津
山
市
大
田
八

一
e

一
一

岡
山
県
第
三
区

〇

た
ち
あ
が
れ
日

本
熊
本
県
第
四

選
挙
区
支
部

熊
本
県
宇
土
市
松
原
町

二
五
e

一
〇

熊
本
県
第
四
区

〇

_

政
治
資
金
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

真
政
協
会

浜
Ä

博

黒
籔

修
司

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
e

一

一
e

二
八

二
二
、

四
、
一
二

（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
前
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

法
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律

の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

š
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